
＜スクールアルバム＞ 
 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

お願い・ご報告 

⚫ １１月のスクールの活動、行事等は、祝福の中で行われました。お祈り、ご協力を感謝します。 

⚫ １１月１日より、YYさん（小３）が入学しています。Yさんとご家族の祝福を祈りましょう。

よろしくお願いします。 

⚫ 冬休み前２２日（金）までに、机やロッカーの荷物は持ち帰ります。大きな袋などを用意して、

荷物持ち帰りにご協力ください。 

⚫ ハンガーゼロ「世界食料デー」募金にご協力をありがとうございました。７，６７３円を、お

渡しすることができました。 

⚫ １２月２４日（日）午後、本郷台キリスト教会ジョイジョイチャペルクリスマス（子ども向け

クリスマス）があります。小学生と中高生は、バンドで奉仕します。また、小１～４は、聖書

の授業で取り組んだペイジェントを発表します。 

⚫ 本郷台キリスト教会で行われるクリスマス関連のお知らせをしていきますので、どうぞご家族

どなたでもご参加ください。 

⚫ １月１０日（水）～１６日（火）、高等部（１、２年生）は、相生学院高等学校（兵庫県 猪名

川校）でスクーリングです。前日９日（火）に出発します。また、続けて１７日（水）に行われ

るクリスチャンスクール交流会に参加します。祝福をお祈りください。なお、高１、２年生は、

１８日（木）、１９日（金）は、代休となります。 

⚫ ２月１日（木）～２日（金）、スクールリトリートを実施します。対象は、小５以上です。ダイ

ヤモンドチャペルで活動し、宿泊は上郷森の家になります。小１～４年生は、１日（木）は、

通常授業、２日（金）は、特別授業となります。詳細につきましては、別途ご連絡いたします。 

⚫ 年度末にあたり、２月２８日（水）～、授業は、４限までとなります。昼食ありで、下校は１４

時（水曜日は、１３時４０分）です。年度当初にお渡ししております、「2023 年度年間行事予

定」にてご確認をお願いします。 

祈祷課題 

１．イエスキリストの降誕を覚えてスクール全体に主の喜びと平和が満ちるように。 

２．スタッフ一人ひとりが主からの知恵と愛をいただき、身体も支えられて喜びをもって指導

にあたることができるように。 

３．生徒一人ひとりが自分に与えられている主の愛を受け取ることができるように。 

４．学校法人への道が開かれるように。 

こどもの国で開かれたジョイフェスに参加 星野富弘展で絵と詩をじっくり観賞 愛が溢れる生徒祝福式 

CMA ダンス宣教チームとの交流 栄区社会福祉大会で合唱しました 全校生徒で文化祭。お店屋さんやヨ
ーヨー釣りなど楽しいブースがたくさん！ 
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「共に祈ろう！ ～ 子どもたちを祝福してください～ 」 
 小学部副担任 鈴木桜子 

先月、生徒実行委員会が中心になって企画運営したのあ文化祭は大いに祝福され感謝でした。準備から

当日の片付けまで生徒達はよく動き、生き生きして、楽しんで、喜びいっぱいの笑顔と姿をあちこちで見るこ

とができました。スタッフや保護者の方々のお手伝いを心から感謝します。来場者数はおよそ 150 人で去年

よりは少ない感じでしたが、教会の方も、卒業生、保護者も応援にかけつけてくださり、ご一緒に神様の愛の

中で楽しんでくださり感謝でした。そしてここに野七里の地域の方々もおられました。バラ園で繋がっておら

れる方や今回は上郷町内会の方も参加してくださいました。スクールの実行委員会、有志の生徒で地域の

夏祭りの設営に協力すること 2 年目で、若い力が地域に用いられ、新しい繋がりをもたらせていることを実感

しました。これからもさらに良い証しとなって地域に仕えていけたらと願っています。 

さて今月はクリスマスの時季です。みなさんのご家庭ではどんなクリスマスを迎えるでしょうか？聖書には

「ことばは人となって、私たちの間に住まわれた。私たちはこの方の栄光を見た。父のみもとから来られた

ひとり子としての栄光である。この方は恵みとまことに満ちておられた。」ヨハネ 1:14 とあります。ことばは神

とともにあり、神であった。すなわち父なる神のひとり子であるキリストが 2千年前、人となられてこの地上に来

られた。クリスマスの驚くべき出来事が記されています。このイエスキリストが私たちとともにおられる神であり、

私たちのこの日常生活のただ中に住んでくださるために、まことの人となられました。なんと素晴らしい贈り物

でしょうか！この方は恵みとまことに満ちておられます。私たちを祝福で満たしたいと願っておられます。私た

ちの間にイエス様が住んでおられる。そして聖書はさらにこう語っています。「あなたがたのうちの二人が、ど

んなことでも地上で心を一つにして祈るなら、天におられるわたしの父はそれをかなえてくださいます。二人

か三人がわたしの名において集まっているところには、わたしもその中にいるのです。」マタイ 18:19,20 

その通りだと信じます。手に負えないこと、先が見えないこと、解決が見えず、どうしたら良いかわからない

ことがあります。でもだれかと一緒にいることができるなら祈ることができます。二人しかいないけど、いや、二

人で心を一つにするなら、そこにキリストがおられるのです！なんと心強いことでしょう。愛の神が私たちの祈

りを聞き、神の心を教え、御業を成してくださるのです。子育てにおいても、日々問題がやってきて、心が重く

なることがあります。悲しい時、がっかりする時、嵐の真っただ中にいるような感じになる時。そんな時、だれ

かと一緒に祈れる瞬間は、美しい時、平安な時になり、希望の光がこころに差し込みます。なぜならそこに全

知全能の神がおられるからです。世界での心痛むことも、遠くおよばないことも祈りをおくることができます。

小さな祈りでも、種にはいのちがあるように、祈りにも力があります。神は遠くにいる、大昔にいる、自分とは関

係ない存在なのではなく、自分の人生の中で今自分がいる場所こそ神を見出す場所でもあります。不安を

鎮め、どん底にいる時に勇気を与えてくださる。私たちを救い、夜も昼も愛を注ぎ、片時も離れることなく、天

の御国まで導かれる。祈りはそのような方と繋がることができるものなのです。 

このクリスマスの時季に是非ご家庭で、親子で、お友達と、保護者同志で、スタッフと一緒に、イエスキリス

トをお迎えし、願う事すべてを祈りましょう！特に親である保護者の皆さま、親の祈りの力を過小評価すること

なく、人知を超えた計り知れない恵みと祝福と力を子どもたちの人生のあらゆる場面で注いでいただくように、

神の助けを共に求めて祈っていきましょう！「子ども達を祝福してください」と。このクリスマス、素晴らしい恵

みの贈り物が各家庭に訪れると信じ祈ります。 



12 月のカレンダー 
日 月 火 水 

    
 
 

3 日 
 

4 日 5 日 
 

6 日 
合同礼拝 
 

10 日 11 日 12 日 
中学部社会科見学 
（2～5 限 鎌倉方面） 

13 日 

学部別礼拝（1 限） 

理科特別授業（3～4 限） 

17 日  
 

18 日 19 日 
 
 
T 先生誕生日 

20 日 
合同礼拝 
 

24 日 25 日 26 日 

K さん誕生日 

27 日 

31 日 

 

   

 

 １２日（火）２～５限、中学部は、鎌倉方面に社会科見学に出かけます。詳細は、学部からの

連絡でご確認ください。 

 １３日（水）、奉仕総合の時間（３限と４限）に２つのグループ（小１～５，小６～中高 H）

に分けて理科特別授業を行います。なお、２限に４限の授業を行います。 

 １６日（土）、１４時～１８時３０分、本郷台駅前でクリスマスマーケットが行われます。本

郷台キリスト教会を始め、栄区内の６教会が合同で開催します。スクールも、中高 HOPE生・

スタッフが準備・ブースの手伝い・片付け等の奉仕をします。小学生もご家族、お知り合いの

方を誘ってぜひ参加してください。 

 ２１日（木）１、２限、通常授業を行い、３～５限にスクールクリスマス会を行います。実行

委員会が企画に取り組んでいます。詳細は後日お知らせいたします。ぜひ、保護者・スタッフ

の皆さまもご参加ください。また、クリスマス会終了後、保護者・スタッフ清掃を行いますの

で、こちらにもご参加ください。年末にあたり日常の清掃では行き届かないところを皆さんで

清掃します。ご協力をお願いします。 

 ２２日（金）で年内の授業・昼食は終了です。１３時１０分～４０分に大掃除をし、帰りの会

をして、１４時２０分に下校です。 

 ２５日（月）～１月５日（金）は冬休みになります。健康に気を付け、有意義に過ごしてくだ

さい。１月９日（火）から通常授業・昼食を開始します。 

 保護者、スタッフ向けバイブルタイムを毎週木曜日に行っています。子ども達が日々恵みをい

ただいている聖書の言葉をご一緒に味わっていきましょう。初めての方も大歓迎です。7 日

（木）、１４（木）の１３時１５分〜です。９（土）お昼はクリスマス会をします。詳細は鈴

木までご連絡ください。 

  
今月のみことば（暗唱聖句） 

「それゆえ、主は自ら、あなたがたに一つのしるしを与えられる。見よ、処女が身ごも

っている。そして男の子を産み、その名をインマヌエルと呼ぶ。」イザヤ 7:14 

 “Therefore the Lord Himself will give you a sign: Behold, the virgin shall 

conceive and bear a Son, and shall call His name Immanuel.” Isaiah 7:14 

英語でも覚えましょう。是非ご家庭でもお子さまを励ましてあげてください。 



 

木 金 土 

 1 日 
委員会活動 
N 先生誕生日 

2 日 
 

7 日 
 
保護者､スタッフ向けバイブルタイム 

8 日 
クラブ活動 

9 日 
 

14 日 
 
保護者､スタッフ向けバイブルタイム 

15 日 
クラブ活動 
 
M先生誕生日 

16 日 
クリスマスマーケット 
（14 時～18時 30 分 本郷台駅前） 

21 日 
スクールクリスマス会（3～5限） 
保護者・スタッフ清掃 
K さん、H 先生誕生日 

22 日 
授業・昼食終了 大掃除 
 
O 先生誕生日 

23 日 
 

28 日 29 日 30 日 

 

 

  

 

 

子育てnote 
 

喜んでいる者たちとともに喜び、泣いている者たちとともに泣きなさい。ローマ12章15節 

 

先日、小学生の孫たちが、「モノポリーのゲームをしたい」と言い出しました。「この子たちも、モノポリーのゲ

ームができるほどに、成長したんだ！」と感動しつつ、私も誘われたので参加しました。お金でのやり取り、お金

の計算が必須なので、この世を疑似体験するのにはもってこいのゲームです。このゲームは、一人だけが最後

に大金持ちになって勝つゲームなので、ゲームの後半戦になってくると、悔しい気持ち、泣きたい気持ちになる

子たちが出てきます。そんな気持ちを共有して一緒に悔しい気持ちになってあげたり、気持ちを入れ替えるた

めに新しいことを提案したりしてゲームは終わりました。 

泣いたり笑ったりを家族で共有していますか。時に、家族で何かに一緒に取り組む必要があります。親として

の私たちは、我が子をいい子に育つようにと取り組みます。でも、そのために一番必要な物は、ただ、一人での

知識的な学びや人格的な体験だけでなく、この、一緒に何かをする、一緒にいて楽しい、一緒にいてもっと刺激

を受ける…そんな気持ちを家族の中で、豊かに体験することではないでしょうか。それを体験してないと、ティ

ーンになった時、その子供たちは家族よりもむしろ友達を選んでいくようになります。もちろんそれは成長のス

テップとして重要なのですが、いつも家族を拒否して友達を選んでしまうとなると、残念な結果になることが少

なくありません。最近は、子供たちがスマホのゲームに熱中している場面をよく見かけます。それ自体が悪いわ

けではありませんが、私たち大人にもそうさせてしまう責任があるのではないでしょうか。私たち大人もスマホ

の画面ばかり見ないで、子供と一緒に、何か楽しいことをする時間的な余裕を持つことが大切です。子どもた

ちの成長に一番必要なのは、勉強でもなく、しつけや道徳でもなく、情緒面における豊かさ、安心感、適度な良

い刺激です。 

                                  校長 月井博  


